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読売・お茶大
女性アカデミア21開催

新しい奨学金制度スタート！

　梅雨の晴れ間も幸運した6月25日（土）午後１時、

第2回読売･お茶大・女性アカデミア21が本学共

通講義棟2号館で開かれました。高校生も交えて、

会場は定員328席を越えるのではと心配する満席

状態でした。今回のテーマ『「女性と科学」を科学

するー向き?不向き?利用者?否定者?推進者?』は

意味深長です。

　講師陣は「講演嫌いのあの方をどうやって陥落

できたのか！」と感嘆を呼んだ毛利衛氏、トーク

のお相手は舌戦が期待される樋口恵子氏。続くパ

ネルディスカッションは本学理学部卒で活躍する

産業界の國井秀子氏と科学ライターの青山聖子氏、

本学教員は室伏きみ子氏と千葉和義氏の4人。女

性が科学に弱いというのは本当か？会場からの活

発な質問を交え熱い討論が続きました。内容は読

売新聞紙上に掲載されましたが、詳細な記録はお

茶の水学術事業会ブックレットに報告予定です。

（文責：編集委員会）

　本学は、学ぶ意欲のある学生の夢の実現のために、

質のよい高度な教育を提供するよう日々努力を重ねて

います。今年度からは、学費値上げに伴う経済的負

担に配慮して、大学の厳しい財政状態の中からそ

の一部を成績優秀者の奨学金に当てることにし、

学部新入生を対象とした奨学金制度を発表しました。

また、子育てをしながら研究を続ける大学院生を

支援する制度も同時に開始しました。

　

　前者が“成績優秀者奨学金制度”であり、今年度

は学部学生として入学した学生の中から、とくに

入学時の成績が優秀と認められた学生20人に対

して、授業料相当額が贈られました。

　後者が“大学院育児支援奨学金”です（4ページ

下段の記事参照）。本学が設置している保育所（い

ずみナーサリー）を利用する大学院生に対して、子

育てと研究を支援するために、保育料の半額を補

助するというユニークな制度です。

(文責：編集委員会)
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　お茶の水女子大学、津田女子大学、東京女子大学、奈良女子

大学、日本女子大学と、それぞれ100年以上の歴史をもつ5大

学は、2002年5月にアフガニスタン女性教育のための「五女

子大学コンソーシアム協定」を結びました。

　その背景には、国籍・年齢を問わず、女性の成長を支援し、

その資源能力の十全な開発を企てるという本学のミッションが

あります。その協定では今後3年間にわたって、女子大学の教

育経験を活用して特に戦禍を受けた教育面について、アフガニ

スタン女子教育支援事業を実施することになりました。本年は

その3年目にあたり、最終プログラムとして、2005年1月11

日から2月10日まで、アフガニスタン女性教員15人を招き、

約32日間の研修が実施されました。

　特にこのプログラムの誇るべき点は5大学および附属学校の

教員のみならず、大学間の学生同士が連携して本プロジェクト

に研修補助インターンとして積極的に参加し、アフガンウェブ

を運用していることです。5大学の学生レポーターがそれぞれ

の当番日の研修活動の記録をその日のうちにまとめ、翌朝10時

には津田塾大のウェブへ掲載、5女子大学のキャンパスのコンピュー

ターから読むことができました。

　そのレポートから活動の一端を紹介します。1月31日は、本

学附属高校・中学校で「食物と栄養と調理・食生活と衛生」の

研修があり、脇 清香さん（本学2年）と桑原 遥さん（津田塾大2

年）がレポートしています。日本の家庭科の教科書の紹介のあと、

栄養価の高い「大豆」を学び、調理実習で「きなこクッキー」を

作りました。調理後はもちろん昼食時においしくいただきました。

なお本協定は本年5月で切れましたが、新たに3年間協定が更新

されました。（文責：編集委員会）
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8   Tea Times   15 July 2005─● ●─15 July 2005   Tea Times   9

バーミヤン

カブール

カンダハ－ル

ヘラート

カスピ海

ペルシャ湾

マザリシャリフ

イラン

キルギス

中国タジキスタン

トルクメニスタン

インド

パキスタン

アフガニスタン

アラブ首長国連邦

ウズベキスタン

成績優秀者への奨学金授与式

講演者の樋口恵子氏と毛利衛氏

4人のゲストによるパネルディスカッション

1313


